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け
た
次
第
で
す
。 

 

稚
内
も
自
然
環
境
は
厳
し
く
、
冬
の
寒

さ
は
当
然
と
し
て
、
年
間
を
通
し
て
強
風

が
吹
き
荒
れ
、
天
候
の
急
変
が
一
日
の
う

ち
に
何
度
も
起
こ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

冬
季
に
単
独
で
行
動
し
た
航
空
自
衛
官
が

敷
地
内
で
遭
難
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事

件
も
過
去
に
は
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

広
い
敷
地
内
に
は
エ
ゾ
シ
カ
の
群
れ
が
い

く
つ
か
生
息
し
て
お
り
、
我
々
の
見
学
の

折
も
数
十
頭
の
群
れ
を
見
ま
し
た
。
も
う

一
つ
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
敷
地
内
で
首

だ
け
に
な
っ
た
エ
ゾ
シ
カ
が
発
見
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。
ヒ
グ
マ
が
目
撃

さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
暫
く

は
建
物
外
で
の
単
独
行
動
を
禁
止
し
、
少

な
く
と
も
三
人
以
上
（
ヒ
グ
マ
は
三
人
以

上
な
ら
ば
攻
撃
し
て
こ
な
い
と
の
こ
と
で

す
。
五
人
以
上
な
ら
ほ
ぼ
安
心
と
の
経
験

則
？
が
あ
る
と
の
こ
と
。）
で
行
動
す
る
よ

う
な
措
置
を
と
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
大

変
に
広
大
な
敷
地
で
あ
り
、
エ
ゾ
シ
カ
も

多
数
生
息
す
る
こ
と
か
ら
ヒ
グ
マ
が
い
て

も
不
思
議
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
年

は
特
に
ヒ
グ
マ
の
被
害
を
よ
く
聞
き
ま
す

が
、
稚
内
の
各
部
隊
の
隊
員
た
ち
は
、
気

象
環
境
だ
け
で
は
な
い
、
こ
の
よ
う
な
厳

し
い
環
境
で
任
務
を
果
た
し
て
い
る
こ
と

に
思
い
を
は
せ
、
感
謝
す
る
と
と
も
に
ご

活
躍
を
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
お
わ
り
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

「
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の 

こ
ど
も
た
ち
展
」
レ
ポ
ー
ト 

そ
の
３ 

支
部
理
事
役 

荻
原 

洋
聡 

３ 

展
示
内
容
の
概
要
説
明 

⑴
「
展
示
」
と
は
何
を
す
る
こ
と
な
の
か
？ 

 

今
年
７
月
に
始
ま
っ
た
こ
の
特
別
展
示

「
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
こ
ど
も
た
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展
」
は
、
早
く
も
５
か
月
が
過
ぎ
、
今
月

（
１
１
月
）
末
で
終
了
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
思
い
も
か
け
な
い
こ
と
に
、
あ

ー
と
び
る
麦
生
（
む
ぎ
ょ
う
）
美
術
館
の

常
設
展
示
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
画
才
も
芸
術
的
な
目
利
き
の
能
力
も

持
ち
合
わ
せ
な
い
「
単
な
る
運
び
屋
」
の

私
に
、
し
か
も
、
生
ま
れ
て
初
め
て
の
展

示
会
と
い
う
望
外
の
機
会
と
舞
台
を
与
え

て
い
た
だ
い
た
奇
跡
に
、
今
改
め
て
驚
き

と
感
謝
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
。
皆
さ
ん
も
小
学
校
、

中
学
校
時
代
を
過
ご
し
た
教
室
の
広
さ
を

想
い
出
し
て
く
だ
さ
い
（
４
０
～
５
０
名

が
収
容
で
き
る
く
ら
い
の
会
議
室
ス
ペ
ー

ス
）。
例
え
ば
、
そ
の
教
室
・
会
議
室
の
巨

大
な
空
間
で
、
教
壇
・
演
壇
に
一
人
ぽ
つ

ん
と
立
ち
、
そ
の
大
き
な
空
間
と
対
峙
す

る
感
覚
で
す
。
昨
年
、
こ
の
企
画
が
固
ま

り
、
展
示
会
場
と
な
る
教
室
の
入
り
口
に

立
っ
た
私
は
、
何
も
無
い
巨
大
な
空
間
を

前
に
し
て
、
正
直
、
途
方
に
呉
れ
ま
し
た
。 

 

ま
ず
は
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
子

ど
も
君
た
ち
の
絵
画
を
展
示
す
る
に
し
て

も
、
何
を
ど
の
よ
う
に
展
示
し
て
、
観
て
、

感
じ
て
い
た
だ
け
る
の
か
？ 

に
始
ま

り
、
そ
の
空
間
を
「
展
示
物
（
も
の
）
」
で

埋
め
る
こ
と
ば
か
り
に
意
識
が
向
き
が
ち

で
、
頭
の
中
が
混
乱
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
訪
れ
た
博
物
館
や
、

美
術
館
等
の
展
示
会
の
場
面
を
思
い
出
す

と
と
も
に
、
改
め
て
博
物
館
、
美
術
館
巡

り
を
始
め
ま
し
た
。
巡
る
う
ち
に
気
づ
き

感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 
そ
れ
は
、「
単
に
、
何
（
展
示
物
）
を
ど

う
並
べ
る
か
？
」
で
は
な
く
、
か
け
が
え

の
な
い
人
生
の
貴
重
な
時
間
を
割
い
て
ま

で
展
示
会
場
を
訪
れ
る
来
訪
者
と
共
に
時

空
間
を
共
有
さ
せ
て
い
た
だ
き
、「
展
示
物 

を
介
し
て
、
自
分
は
何
を
伝
え
た
い
の

か
？
そ
れ
ら
を
観
る
人
々
に
、
何
を
主
張

し
て
、
感
じ
て
い
た
だ
け
る
の
か
？
」
と

い
う
原
点
で
す
。 

 

「
感
動
・
感
銘
・
感
激
」
と
は
、
自
分

が
発
す
る
も
の
で
は
な
く
、
展
示
さ
れ
て

い
る
作
品
と
空
間
か
ら
発
せ
ら
れ
る
目
に

は
見
え
な
い
力
・
パ
ワ
ー
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
の
展
示
会
で
は
、
主
役
で
あ
る

「
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
こ
ど
も
君
た

ち
が
描
い
た
絵
画
」
の
中
に
秘
め
ら
れ
た

パ
ワ
ー
を
純
粋
に
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
最
優
先
で
あ
る
べ
き
と
い
う
こ
と

で
す
。
合
わ
せ
て
、
来
訪
者
に
と
っ
て
は

未
知
な
る
「
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
こ

ど
も
君
た
ち
」
の
世
界
と
の
接
点
・
巡
り

逢
い
に
至
っ
た
の
か
と
い
う
「
物
語
り
」

と
し
て
、
記
憶
に
遺
る
も
の
に
な
れ
た
ら

な
お
善
い
で
あ
ろ
う
と
想
い
至
り
ま
し

た
。 

 

最
終
的
に
、
お
手
本
と
し
た
の
は
、
私

自
身
の
人
生
上
の
師
（
ヒ
ー
ロ
ー
）
で
あ

る
「
西
堀
榮
三
郎
氏
」
そ
の
も
の
と
、
滋

賀
県
東
近
江
市
に
あ
る
「
探
検
の
殿
堂
～

西
堀
榮
三
郎
記
念
館
」
の
メ
イ
ン
ス
ペ
ー

ス
（
展
示
室
）
で
し
た
。
高
校
２
年
時
の

創
立
記
念
の
講
演
会
は
、
第
１
次
南
極
越

冬
隊
長
で
あ
っ
た
西
堀
榮
三
郎
氏
の
お
話

し
で
し
た
。
今
に
し
て
思
え
ば
、
わ
ず
か

２
時
間
あ
ま
り
の
講
演
で
、
私
は
魔
法
を

か
け
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。「
自
分
も

南
極
に
行
っ
て
、
ペ
ン
ギ
ン
と
握
手
し
て

み
た
い
！
」
と
。
実
に
単
純
極
ま
り
な
い

想
い
で
す
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
、
目
に

は
見
え
な
い
遥
か
水
平
線
の
彼
方
に
在
る

南
極
大
陸
に
対
す
る
憧
れ
と
な
り
、
海
上

自
衛
隊
へ
進
む
こ
と
に
な
っ
た
原
点
で
も

あ
り
、
そ
の
果
て
に
「
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
の
こ
ど
も
君
た
ち
」
と
の
巡
り
逢
い 

 

 

「
部
隊
研
修
に
つ
い
て
」（
そ
の
３
） 

湘
南
支
部
長 

中
尾 

剛
久 

 

名
寄
駐
屯
地
に
は
「
第
三
即
応
機
動
連

隊
」
、
「
第
四
高
射
特
科
群
」
ほ
か
複
数
の

部
隊
が
駐
屯
し
て
い
ま
す
。
名
寄
市
は
全

国
で
も
有
数
の
自
衛
隊
に
理
解
の
あ
る
自

治
体
と
の
こ
と
で
、
名
寄
市
自
ら
が
「
自

衛
隊
の
ま
ち 

な
よ
ろ
」
を
標
榜
し
て
い

ま
す
。
と
は
言
え
、
名
寄
の
自
然
環
境
は

厳
し
く
、
夏
の
三
五
度
か
ら
冬
の
マ
イ
ナ

ス
二
九
度
ま
で
、
実
に
六
〇
度
の
気
温
差

が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
老
朽

化
し
た
施
設
が
悩
み
の
種
で
し
た
が
、
四

～
五
年
後
に
は
建
替
え
が
進
む
計
画
と
の

こ
と
で
し
た
。
名
寄
駐
屯
地
も
札
幌
な
ど

の
都
会
か
ら
は
遠
い
た
め
、
陸
士
を
中
心

に
し
て
希
望
す
る
隊
員
が
少
な
く
、
駐
屯

地
全
体
で
の
陸
士
の
組
成
比
率
は
一
〇
％

以
下
で
あ
り
、
幹
部
自
衛
官
よ
り
少
な
い

と
の
こ
と
で
し
た
。
旭
川
の
第
二
師
団
で

聞
い
た
話
と
合
わ
せ
る
と
、
こ
れ
ま
で
陸

上
自
衛
隊
、
そ
れ
も
北
海
道
の
部
隊
は
ヒ

ト
、
モ
ノ
両
面
で
充
実
し
て
い
る
と
の
印

象
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
反
対
に
人
員

確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
姿
が
浮
か
び
上
が

っ
て
き
ま
し
た
。 

 

北
海
道
の
最
北
端
、
稚
内
に
は
陸
上
自

衛
隊
の
第
三
〇
一
沿
岸
監
視
隊
等
、
海
上

自
衛
隊
の
稚
内
基
地
分
遣
隊
、
航
空
自
衛

隊
の
第
一
八
警
戒
隊
等
が
同
一
敷
地
内
に

所
在
し
て
い
ま
す
。
現
役
時
、
海
上
自
衛

隊
の
稚
内
基
地
分
遣
隊
に
し
か
行
っ
た
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
敷
地
の
意
外

な
広
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
三
自
衛

隊
の
部
隊
は
そ
れ
ぞ
れ
任
務
が
異
な
り
、

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
上
の
こ
と
は
原
則
と
し

て
共
有
で
き
な
い
関
係
に
あ
り
な
が
ら
、

そ
の
他
に
つ
い
て
は
相
互
に
支
援
し
あ
っ

て
業
務
を
遂
行
し
て
い
る
姿
に
感
銘
を
受 
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支
部
会
員
に
よ
る
２
０
２
６ 

第
４
７
回
神
奈
川
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
協
賛 

湘
南
支
部
長
（
十
一
月
五
日
現
在
） 

多
く
の
会
員
各
位
か
ら
協
賛
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

牛
尾
裕
春
、
桜
庭
憲
昭
、
櫻
井
貴
裕
、
三
澤

征
治
、
高
橋
友
行
、
吉
田
清
人
、
泉
川
博
、

喜
瀬
美
恵
子 

 
 
 
 

 

計
５
３
名
（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

令
和
７
年
度
年
会
費
納
入
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

湘
南
支
部
長
（
十
月
二
十
日
現
在
） 

次
の
会
員
各
位
か
ら
年
度
会
費
を
納
入
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

特
別
会
員 

山
本
哲
、 

正
会
員 

 

小
林
勉
、 

 

 

支
部
会
員
の
訃
報 

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す 

 

正
会
員 

故 

内
藤 

晋
二 

氏 

 
 
 

令
和
７
年
８
月
２
５
日 

ご
逝
去 

に
至
っ
た
物
語
り
の
空
間
と
し
て
伝
え
た
い
と
い

う
考
え
方
に
至
っ
た
わ
け
で
す
。 

さ
ら
に
、
西
堀
榮
三
郎
記
念
館
の
「
核
芯
」
は
、

記
念
館
の
中
に
移
築
し
た
、
西
堀
榮
三
郎
氏
の
自

宅
（
東
京
）
の
自
室
部
分
そ
の
も
の
の
展
示
空
間

で
し
た
。
圧
倒
さ
れ
る
と
当
時
に
、
そ
こ
に
西
堀

さ
ん
が
居
ら
れ
、
私
に
語
り
掛
け
て
お
ら
れ
る
よ

う
な
錯
覚
を
覚
え
る
ほ
ど
の
パ
ワ
ー
、
オ
ー
ラ
に

満
ち
て
い
ま
し
た
。
玄
関
の
ド
ア
を
開
く
と
、
ド

ア
に
吊
る
さ
れ
た
カ
ウ
ベ
ル
が
鳴
り
、
自
室
の
壁

に
は
、
西
堀
さ
ん
が
生
涯
愛
用
し
た
ピ
ッ
ケ
ル
、

帽
子
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
日
頃
使
っ

て
お
ら
れ
た
机
の
上
に
は
、
第
１
次
南
極
越
冬
中

に
綴
ら
れ
た
分
厚
い
日
記
帳
の
レ
プ
リ
カ
が
お
い

て
あ
り
、
自
筆
の
記
録
を
手
に
し
て
読
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
創
造
力
、
探
求
心
を
次
世

代
の
子
ど
も
達
に
育
む
た
め
に
、
書
棚
に
は
来
訪

し
た
子
ど
も
達
が
読
む
本
が
あ
り
、
大
き
な
引
き

出
し
の
中
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
実
験
教
室
用
の

教
材
な
ど
が
備
え
て
あ
り
ま
し
た
。 

ま
さ
に
、

「
教
室
の
お
手
本
」
だ
と
直
感
し
ま
し
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

平
塚
市
総
合
防
災
訓
練
に
参
加
し
て 

支
部
理
事
役 

藤
澤 

豊 

 

去
る
１
０
月
１
８
日
（
土
）
に
平
塚
市
総
合
公

園
で
開
催
さ
れ
た
「
ひ
ら
つ
か
消
防
・
防
災
フ
ェ

ア
２
０
２
５
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
本
フ
ェ
ア
は

市
民
の
防
火
・
防
災
啓
発
を
図
り
、
消
防
・
防
災

行
政
へ
の
一
層
の
理
解
と
関
心
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
平
塚
市
が
実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
今
年
度
は
「
消
防
・
防
災
を
身
近
に
感
じ
、

楽
し
く
体
験
し
よ
う
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
市
民

一
人
一
人
の
「
自
助
の
意
識
」
の
向
上
を
目
指
し
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
く
学
べ
る
多
様
な
ブ

ー
ス
を
は
じ
め
、
消
防
・
警
察
車
両
の
展
示
、
は

し
ご
車
・
起
震
車
の
搭
乗
体
験
な
ど
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
当
隊
友
会
湘
南
支
部
の
ブ
ー
ス
で
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
荻
原
会
員
に
よ
る
液
状
化
実
験

展
示
、
中
根
特
別
会
員
に
よ
る
非
常
用
生
活
用
浄 

編
集
後
記 

１
０
月
２
１
日
、
衆
参
両
院
で
の
首
相
指

名
選
挙
の
結
果
、
自
民
党
の
高
市
早
苗
総
裁

が
第
１
０
４
代
首
相
に
選
出
さ
れ
、
憲
政
史

上
女
性
初
の
高
市
内
閣
が
発
足
し
た
。 

今
後
と
も
各
種
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
る
、
ご
寄

稿
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

「支部の予定」 

・12/17（水） 

 12 月号隊友紙発送 

・12/20（土） 

 第９回支部理事役会 

・12/21（日） 

 安全保障トークサロン 

・01/10（土） 

 第 10回支部理事役会 

・01/18（日） 

 ６団体新春の集い 

・01/19（月） 

 １月号隊友紙発送 

・02/14（土） 

 第 11回支部理事役会 

化
装
置
の
展
示
・
実 

演
を
実
施
し
、
多
く 

の
来
場
者
に
足
を
運 

ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。 

液
状
化
実
験
は
特
に 

子
供
た
ち
や
母
親
の 

方
々
の
興
味
を
引
き 

、
液
状
化
現
象
の
理 

解
を
深
め
て
い
た
だ 

け
た
も
の
と
思
い
ま 

す
。
ま
た
、
浄
化
装
置
の
実
演
は
、
防
災
関
係
者

の
関
心
を
集
め
、
熱
心
に
中
根
会
員
に
質
問
す
る

様
子
が
伺
え
ま
し
た
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
企
画
に

よ
る
効
果
も
あ
っ
て
、
昨
年
よ
り
多
く
の
ご
家
族

に
我
々
の
ブ
ー
ス
へ
来
場
い
た
だ
い
た
よ
う
に
思

え
ま
す
。
引
き
続
き
、
市
民
の
方
々
に
防
災
に
関

す
る
興
味
や
関
心
を
高
め
て
頂
け
る
よ
う
平
塚
市

の
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

名
所
旧
跡
探
勝
ハ
イ
キ
ン
グ
実
施
報
告 

支
部
理
事
役 

西
村 

剛 

１
０
月
２
５
日
㈯ 
靖
國
神
社 

遊
就
館
等
を
研

修
し
た
。（
１
１
：
０
０
～
１
４
：
４
５
）
空
模
様

は
、
あ
い
に
く
の
小
雨
で
は
あ
っ
た
が
１
０
名
の

参
加
を
得
て
（
会
員
６
名
・
一
般
４
名
）、
予
定
通

り
の
内
容
で
実
施
で
き
た
。
九
段
下
駅
か
ら
霧
雨

降
り
し
き
る
な
か
靖
國
神
社
へ
向
う
。
ま
ず
は
大

鳥
居
（
“
空
を
つ
～
く
よ
な
、
大
鳥
居
～
”
と
歌
わ

れ
親
し
ま
れ
た
第
一
鳥
居
）
、
第
二
鳥
居
（
大
き
さ

は
青
銅
製
と
し
て
は
日
本
一
）、
神
門
、
中
門
鳥
居
、

其
々
に
て
一
礼
す
る
。
拝
殿
に
て
深
々
と
拝
礼
し

た
後
、
右
手
近
場
に
佇
む
荘
厳
な
外
観
の
遊
就
館

に
到
着
だ
。
小
休
止
後
、
い
よ
い
よ
二
時
間
半
を

掛
け
て
の
見
学
の
開
始
で
あ
る
。 

 

常
設
の
展
示
会
場
は
膨
大
多
岐
に
わ
た
る
展
示

内
容
で
あ
り
、
と
て
も
１
日
で
見
終
え
る
も
の
で

は
な
い
。
期
間
限
定
（
～
１
２
月
７
日
㈰
）
の
、

特
別
展
会
場
で
は
「
終
戦
八
十
年
戦
跡
写
真
展
」

〔
今
も
残
る
英
霊
の
足
跡
〕
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、 

現
在
の
戦
跡
の
様
子
を
写
真
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
。 二

時
間
半
は
な
ん
と
短
い
も
の
か
、
集
合
時

刻
と
な
り
、
玄
関
ホ
ー
ル
の
展
示
機
「
零
戦
」

前
に
て
集
合
写
真
を
撮
る
。
国
の
為
に
生
命
を

捧
げ
た
英
霊
の
「
み
こ
こ
ろ
」
や
足
跡
に
ふ
れ

る
こ
と
が
で
き
、
心
洗
わ
れ
る
思
い
で
あ
っ
た
。 

今
回
は
縁
故
の
大
学
生
も
４
名
が
参
加
し
て

く
れ
、
各
所
の
展
示
物
を
熱
心
に
拝
観
し
て
お

り
、「
強
く
感
銘
を
受
け
た
、
ま
た
、
時
間
を
掛

け
て
更
に
研
修
し
た
い
」
と
の
所
感
を
其
々
に

述
べ
て
い
た
。
こ
れ
よ
り
境
内
の
散
策
に
出
発

す
る
。 

先
ず
は
パ
ー
ル
博
士
顕
彰
碑
（
極
東
国
際
軍

事
裁
判
に
お
け
る
イ
ン
ド
代
表
の
判
事
で
あ

り
、
戦
勝
国
側
の 

事
後
法
適
用
に
反 

対
し
、
被
告
団
全 

員
無
罪
の
意
見
書 

を
提
出
）
の
碑
文 

を
拝
読
す
る
。
内 

苑
へ
足
を
進
め
る 

と
右
手
に
靖
國
会 

館
、
靖
國
偕
行
文 

庫
、
靖
國
教
場
啓 

照
館
、
相
撲
場
が
続
き
、
本
殿
背
後
に
造
ら
れ

た
神
池
庭
園
に
入
る
。 

右
手
に
佇
む
茶
室
の
行
曇
亭
、
靖
泉
亭
、
洗

心
亭
を
眺
め
つ
つ
、
池
に
か
か
る
直
橋
（
花
崗

岩
の
一
本
物
を
使
っ
た
日
本
一
の
長
さ
を
誇

る
）
を
渡
る
と
色
鮮
や
か
な
大
き
な
鯉
が
群
が

っ
て
い
る
。 

元
宮
（
明
治
維
新
で
斃
れ
た
志
士
の
霊
廟
）、

鎮
霊
舎
（
合
祀
さ
れ
な
い
方
の
慰
霊
舎
）、
憲
兵

の
碑
（
戦
没
の
憲
兵
隊
員
を
慰
霊
顕
彰
）
と
回

り
、
霧
雨
の
中
の
散
策
は
終
了
し
た
。
そ
の
後
、

懇
親
会
で
は
各
自
の
近
況
報
告
や
、
大
学
生
達

の
将
来
の
抱
負
な
ど
を
交
え
、
話
に
盛
り
上
が

り
楽
し
い
一
刻
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

 

 
遊就館での集合写真 

支部メンバー集合写真 


